様式第６号（化学肥料低減実施報告書）の留意事項

○先般（10/27）の説明会でも申し上げましたが、様式第６号については、参加農業者毎に作成いただきますので、様式第５－２号（参加農業者名簿）の参加農業者順にしたうえで、PDFで１ファイル化するなどして、提出いただきますよう、よろしくお願いいたします。

○様式第６号について、申請時（様式第１－３号 化学肥料低減計画書）に有機栽培や環境保全型農業直接支払などに取り組むため、取り組み欄を空欄で提出している場合については、今回の実績報告時においても、同様の取扱い（取り組み欄は空欄）となります。
[bookmark: _GoBack]その際、作付概要欄も申請時と同様の取扱い（「キャベツ（有機）」など記載）としてください。（作付概要欄の記載がなければ、取組実施の有無の判別がつかないため）
なお、実績報告時には有機栽培等に取り組んでいることを証明する書類（有機農産物認証書等）の添付は不要です。

【参考：北海道版Q&A抜粋】
・７取組要件No.4
（質問事項）
有機栽培等について、認証を受けている証明書を確認できれば化学肥料低減計画書の提出は不要ですか。
（回答）
　有機栽培等化学肥料低減に相当程度の実績がある参加農業者についても、化学肥料低減計画書の提出は必要です。
　この場合、①化学肥料低減計画書の作付概要欄に有機栽培等に取り組む作物を「キャベツ（有機）」等と記入した上で、②有機栽培等に取り組んでいることを証明する書類（有機農産物認証書等）を提出してください（取組のチェック欄は空白のままで結構です）。
